第22回参議院選挙を終えて

１．政権交代の意義と民主党政権の評価が問われた第22回参議院選挙が終了しました。予想外ともいえる、民主党の大敗という結果となりましたが、自治労組織内の比例代表候補「えさきたかし」は、133,003票（未確定）を獲得し、民主党の比例代表当選者16人のうち10位で初当選を果たすことができました。昨年５月以降、「えさきたかし」の全国オルグをはじめとする取り組みにご協力をいただき、長期間にわたる運動を支えていただいた各県本部・単組の皆さんに心より御礼を申し上げます。
２．今次参議院選挙は、「国民の生活が第一」の政治をより一層推進するため、民主党を中心とする与党の政権基盤を盤石なものにした上で、小泉「構造改革路線」がもたらした格差社会からの脱却と勤労者の生活改善をめざす選挙であり、自治労にとっては、地域社会を支える公共サービスの再生と強化を確かなものにするという大義を有する選挙でありました。
３．そのような自覚のもと、連合に結集する各産別は、比例区・選挙区において候補を擁立・支援し、自治労もまた、「えさきたかし」のほか、組織内協力候補である北海道選挙区「藤川まさし（ふじかわまさし）」、沖縄選挙区「山城博治（やましろひろじ）」をはじめ、全国・各地域において、勝利をめざし全力の取り組みを推し進めました。

４．しかし、民主党は、改選議席数54を10議席も下回る結果となり、与党としての過半数確保には至りませんでした。その要因は、今後冷静な分析が必要ですが、鳩山政権時代の「政治とカネ」「普天間問題」によって政権基盤が揺らいでいた上に、菅首相の党内論議を経ないままの「消費税」発言が国民に違和感と唐突感を与えたものと推測されます。いずれにしても、国民は民主党を中心とする政権に厳しい審判を下したと受け止めなければなりません。

５．一方、連合においても、擁立した比例代表候補11人全員の当選を勝ち取ることができず、各産別は軒並み個人名での得票が伸び悩む結果となりました。とくに自治労にとっては、高嶋良充民主党参院幹事長の議席を死守することはできましたが、過去4回の自治労組織内候補の比例代表選挙で最も少ない得票数であったという事実を厳しく受け止めなければなりません。本部としては、参院選に臨むにあたって、情勢を的確かつ迅速に把握しそれを県本部・単組としっかり共有化できていたのか、県本部・単組が置かれた厳しい状況を踏まえた効果的な選挙活動を提起できたのか等率直に反省しなければならない点があるものと考えており、ただちに総括作業を行った上で、全国の皆さんと真摯な議論を行っていく所存です。各県本部・単組におかれても活動の分析と総括を進めていただきますようお願いするものです。
６．この結果により、与党は極めて困難な政権運営を迫られることになり、今後政治は緊迫しかつ複雑な動きになることが予想されます。そのような中、自治労は、連合・公務労協とともに、公務員制度改革、地域主権改革、社会保障制度改革などの取り組みを全力で進めていかなければなりません。本部は、気を引き締めなおし、県本部・単組の皆さんと堅く連携しつつ、その最先頭に立つ決意であることを改めて表明するものです。
ともにがんばりましょう。
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